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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

1 システム

監査の計

画 

1-1 中長期計画書の作成 経営目標の実現に向けて，情報システム

のガバナンス，マネジメント，コントロ

ールの向上やコンプライアンスの確保に

ついて効果的かつ効率的に点検，評価す

るために，中長期の経営戦略，情報戦略，

情報システム計画などに対応したシステ

ム監査の中長期計画書を作成する。中長

期計画書には，中長期の監査方針，主要

な監査対象領域，システム監査技術者の

人員計画・人材育成計画，予算を記載す

る。また，経営戦略の変化，トップマネ

ジメントの方針の変更など計画変更管理

を盛り込む。この計画は，トップマネジ

メントによって適切な内容検討がなされ

た後に承認が得られる。 

・ システム監査の役割，手順に関する知

識 

・ 監査目的の設定に関する知識 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 中長期経営戦略に関する知識 

・ 中長期情報戦略に関する知識 

・ 情報技術の動向に関する知識 

・ システム監査技術者の育成に関する知

識 

・ 情報システムや組込みシステム（IoTを

含む）の企画・開発（アジャイル開発

を含む，以下同様）・運用・利用・保

守などに関する知識 

・ 組込みシステム（IoTを含む）に関する

知識 

・ リスク評価とリスクアプローチに関す

る知識 

・ デジタルトランスフォーメーション

（DX）に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ IT統制や内部統制に関する知識 

・ 他の監査（会計監査，業務監査など）

との連携・調整に関する知識 

・ 外部専門家の協力に関する知識 

・ 経営戦略，経営組織，経営管理を理解

する能力 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関わるリスクを

理解し，監査計画の策定に生かせる能

力 

・ 情報戦略を理解する能力 

・ 情報システムの概要を把握する能力 

・ 情報システム計画を理解する能力 

・ システム監査の手順を展開する能力 

・ 監査方針，監査目的，重点監査テーマ

などを設定する能力 

・ 組込みシステム（IoTを含む）を理解す

る能力 

・ リスクとそれに関わるコントロールを

理解する能力 

・ 経営者，情報システム部門，監査対象

部門から中長期計画の策定に必要な情

報を収集する能力 

・ 外部専門家の活用する能力 

・ リスクアプローチによって中長期監査

計画を作成する能力 

1-2 年度計画書の作成 中長期計画書を受けて，年度単位に年度

計画書を作成する。年度計画書の作成に

際しては，年度の経営計画及び情報シス

テム計画に対応させてシステム監査部門

の年度目標を明確にする。年度計画書に

は，当年度の監査方針，監査目的，監査

対象，重点監査テーマ，実施体制，リス

ク評価の結果，実施スケジュール，シス

テム監査技術者の採用・育成計画，予算

をはじめ，自組織体の監査基準の策定・

見直しを盛り込む。 

・ システム監査の役割，手順に関する知

識 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ
ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 年度経営計画に関する知識 

・ 年度情報システム計画に関する知識 

・ 情報技術の動向に関する知識 

・ 情報システムや組込みシステム（IoTを

含む）の企画・開発・運用・利用・保

守などに関する知識 

・ 組込みシステム（IoTを含む）に関する

・ 経営戦略，情報戦略，システム監査の

中長期計画書を踏まえて，年度の監査

目的（重点監査テーマ）を設定する能

力 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ
ント，コントロールに関わるリスクを
理解し，監査計画の策定に生かせる能
力 

・ 監査目的を実現するために必要な監査

対象となる情報システム及び組込みシ

ステム（IoTを含む）を選定する能力 

・ 監査対象部門の業務を分析する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

知識 

・ 基本計画の役割，監査目的，重点監査

テーマ，監査対象・範囲の設定に関す

る知識 

・ システム監査業務の実施・管理に関す

る知識 

・ システム監査技術者の育成に関する知

識 

・ リスク評価とリスクアプローチに関す

る知識 

・ デジタルトランスフォーメーション

（DX）に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 他の監査（会計監査，業務監査）との

連携・調整に関する知識 

・ 外部専門家の活用に関する知識 

・ 監査対象システム及び組込みシステム

（IoTを含む）ごとの監査日程を明確に

し，計画的に展開する能力 

・ 監査目的，スケジュールなどについて，

他の監査との連携・調整をする能力 

・ 外部専門家を活用する能力 

・ システム監査技術者を育成する能力 

・ リスクアプローチによって年度計画書

を作成する能力 

・ 監査に必要な要員，経費などの資源を

見積もる能力 

1-3 個別計画書の作成 年度計画書を受けて，個々のシステム監

査プロジェクトごとに監査目標（監査目

的を詳細化したもの）の設定から監査実

施，監査報告，フォローアップまでの全

プロセスについて個別計画書を作成す

る。個別計画書には，個々のシステム監

査における各システム監査技術者の活動

予定を明確にして記述する。個別計画書

には，監査目的，監査目標，監査対象，

監査範囲，監査手続，監査時期及び監査

日程，監査責任者及び業務分担，監査対

象部門の責任者及び担当者，他の監査と

の連携・調整，報告時期，監査コストな

どを盛り込む。 

個別計画書の作成に際しては，個々のシ

ステム監査プロジェクト自体の有用性を

確保するとともに，監査の実行可能性や

監査業務の効率性についても考慮する。 

また，情報システムのガバナンス，マネ

ジメント，コントロールに関するリスク，

及びシステム監査業務の実施に係るリス

クを考慮するリスクアプローチに基づい

・ システム監査の手順に関する知識 

・ 監査目的及び監査目標の設定に関する

知識 

・ 監査対象，監査範囲の選定に関する知

識 

・ 情報システム・組込みシステム（IoTを

含む）・通信ネットワークに関する知識

（経営一般，情報戦略，情報システム

（アプリケーションシステム，ソフト

ウェアパッケージ，クラウドサービス，

モバイルコンピューティング，SNS，

IoT，ビッグデータ，AI，RPAなど），通

信ネットワーク，ファイルシステムや

データベース，ソフトウェアライフサ

イクルモデル，プロジェクトマネジメ

ント（WBS，EVMなどを含む），ITサービ

スマネジメント（SLA/SLM，インシデン

ト管理などを含む），リスク管理，品質

管理，情報セキュリティマネジメント

及び情報セキュリティ関連技術（情報

セキュリティポリシー，認証，脆弱性

検査，不正アクセス対策，マルウェア

・ 経営戦略，情報戦略，年度計画書に基

づいて監査目標を設定する能力 

・ 監査目標を実現するために必要となる

監査対象，範囲及び監査手続を選定す

る能力 

・ 監査対象部門の業務の概要を把握する

能力 

・ 監査に必要な要員，経費などの資源を

見積もる能力 

・ 外部専門家を活用する能力 

・ 監査を効率的，効果的に進めるために

監査担当者の業務を適切に分担する能

力 

・ 監査スケジュールや進め方などについ

て，監査対象部門との調整を行う能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

て，個別計画書を作成する。 対策，サイバー攻撃対策，サイバー犯

罪対策，電子透かしなど），情報セキュ

リティポリシー，事業継続管理（BCM），

事業継続計画（BCP）など） 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ
ント，コントロールに関する知識 

・ IT統制に関する知識 

・ リスク評価とリスクアプローチに関す

る知識 

・ デジタルトランスフォーメーション

（DX）に関する知識 

・ 情報システムや組込みシステム（IoTを

含む）の企画・開発・運用・利用・保

守フェーズの監査，外部サービス管理

の監査，事業継続管理の監査，人的資

源管理の監査，ドキュメント管理の監

査，システム開発プロジェクトの監査，

情報セキュリティ監査，個人情報保護

（マイナンバー，GDPRを含む）監査に

関する知識 

・ システム監査関連法規に関する知識

（情報セキュリティ関連法規（刑法，

不正アクセス禁止法，プロバイダ責任

制限法など），個人情報保護関連法規，

番号法，知的財産権関連法規，労働・

取引関連法規，法定監査関連法規（会

社法，金融商品取引法など），システム

監査及び情報セキュリティ監査に関す

る基準・ガイドライン・施策，内部監

査及び内部統制に関する基準・ガイド

ライン・施策など） 

・ 監査資源の見積りに関する知識 

・ 他の監査（会計監査，業務監査）との

連携・調整に関する知識 

・ 外部専門家の活用に関する知識 

2 システム

監査の実

施 

2-1 実施準備 システム監査の実施は，予備調査，本調

査，結論の順序で行う。予備調査の実施

に先立って，システム監査技術者は，個

・ 個別計画書に関する知識 

・ 予備調査に関する知識 

・ 外部専門家の活用に関する知識 

・ 組織体における監査対象部門の役割，

指揮命令系統を踏まえて，必要な関係

部門に的確に監査の実施を通知する能
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

別計画書の内容を再確認する。また監査

対象部門に対して，個別計画書の内容を

通知し，協力を要請する。 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ
ント，コントロールに関する知識 

・ 内部組織に関する知識 

・ 情報技術に関する知識（情報システム

（アプリケーションシステム，ソフト

ウェアパッケージ，クラウドサービス，

モバイルコンピューティング，SNS，

IoT，ビッグデータ，AI，RPAなど），情

報機器（インターネット，有線及び無

線LAN，サーバ，タブレット端末など），

情報システムや組込みシステム（IoTを

含む）の企画・開発・運用・利用・保

守フェーズ，開発手法（アジャイル開

発を含む），プロジェクトマネジメント

（WBS，EVMなどを含む），ITサービスマ

ネジメント（SLA/SLM，インシデント管

理などを含む），情報システムのリスク

管理，品質管理，情報セキュリティマ

ネジメント及び情報セキュリティ関連

技術（情報セキュリティポリシー，認

証，脆弱性検査，不正アクセス対策，

マルウェア対策，サイバー攻撃対策，

サイバー犯罪対策，電子透かしなど），

事業継続計画（BCP），事業継続管理

（BCM）など） 

・ 具体的な監査実施に関する知識（情報

システムや組込みシステム（IoTを含

む）の企画・開発・運用・利用・保守

フェーズの監査，システム開発プロジ

ェクトの監査，アウトソーシング（BPO

を含む）の監査，ソフトウェアパッケ

ージの監査，モバイルコンピューティ

ングの監査，クラウドサービスの監査，

IoTの監査，ビッグデータ・AIの監査，

スマートフォンの監査，情報セキュリ

ティ監査，個人情報保護監査，事業継

続計画・管理の監査，不正調査，CSA（統

制自己評価）など） 

力 

・ 個別計画書について，その背景，目的，

対象，評価の視点及び監査手続を監査

対象部門に説明する能力 

・ 情報技術の導入に伴うリスクとそれを

提言するために必要なコントロールを

理解し，監査を実践する能力 

・ 具体的な監査実施に関する知識を理解

し，個々の状況に応じてそれを実施す

る能力 

・ 監査対象部門とのコミュニケーション

に関する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

2-2 予備調

査 

(1) 関連資料の

収集，インタ

ビューなど

による情報

収集 

予備調査は，監査対象業務の実態を把握

する作業であり，本調査の円滑かつ効率

的な実施のために行う。予備調査では，

まず監査対象システム及び監査対象業務

の概要，コントロールの状況などを把握

するために必要な情報を収集する。情報

収集は，文書・資料などの関連資料の収

集，関係者へのインタビュー，現地調査

などによって行う。また，質問票を監査

対象部門に送付し，回収するなどして必

要な情報を収集する。 

・ システムの企画・開発・運用・利用・

保守関係資料に関する知識 

・ IT統制及び内部統制の資料に関する知

識 

・ 監査対象業務に関わる資料に関する知

識 

・ 業務プロセスに関する知識 

・ アプリケーションシステムに関する知

識 

・ リスク評価とリスクアプローチに関す

る知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 情報収集技法に関する知識 

・ 監査対象システム，業務及びコントロ

ールの概要を把握するために必要な情

報を収集する能力 

・ 関連資料の提出を関係部門に対して的

確に依頼し，収集する能力 

・ 関係者に対してインタビューなどを実

施し，必要な情報を収集する能力 

・ 情報システムのリスク評価及びコント

ロールの評価に必要な情報を収集する

能力 

・ ITを利用して監査に必要な情報を収集

する能力 

・ IT統制及び内部統制に関する資料をシ

ステム監査に活用する能力 

(2) 現状把握 収集した関連資料のレビュー，関係者へ

のインタビュー，現地調査などで収集し

た情報，質問票の回答の分析などによっ

て，監査対象システム，業務及びコント

ロールの実態を把握する。次に現実の状

態とあるべき状態を比較して問題点を識

別する。現状把握に際しては，個別計画

書の監査目的について，システム監査技

術者が求めるレベルを事前に明確にして

おく必要がある。また，個別計画書作成

時に予測できなかった問題点の存在の可

能性にも留意する。 

・ 関連資料に基づくリスク評価及びコン

トロールの評価に関する知識 

・ 統計（データサイエンスを含む）に関
する知識 

・ 情報セキュリティ関連の基準・ガイド

ラインの活用に関する知識 

・ リスク評価と情報セキュリティに関す

る知識 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 情報システムの評価に関する知識（安

全性，信頼性，準拠性，戦略性，有効

性，効率性など） 

・ サイバー攻撃・サイバー犯罪・不正行

為・不正プログラムに関する知識 

・ デジタルフォレンジックスに関する知

識 

・ 収集した情報に基づいて，現状を分析

し問題点を把握する能力 

・ 収集した情報に基づいて，情報システ

ムのガバナンス，マネジメント，コン

トロールに関するリスク評価を行う能

力 

・ 収集した情報に基づいて，情報システ

ムのガバナンス，マネジメント，コン

トロールを把握する能力 

・ 収集した情報に基づいて，情報システ

ムを評価する能力 

・ 収集した情報に基づいて，コンピュー

タ犯罪や不正などのリスクを把握する

能力 

・ デジタルフォレンジックスの手法を理

解する能力 

2-3 監査手続書の作成 現状把握の結果を踏まえて，本調査で実

施する具体的な監査手続を検討し，監査

手続書を作成する。監査手続書には，監

査目標，監査技法，適用時期，適用対象，

適用範囲，監査実施担当者，予定作業時

間などを記述するとともに，監査業務の

遂行中に，実施日，監査実施担当者の署

・ 監査手続書の意義に関する知識 

・ 監査手続書の様式や記載内容に関する

知識 

・ 監査手続の選択に関する知識 

・ システム監査技法に関する知識 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デ

ータ分析ツール，電子調書システム，

・ 個別計画書に基づいて，監査目標を明

確にする能力 

・ 監査目標に基づいて，具体的な監査手

続を選択する能力 

・ 監査技法を的確に選択する能力 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デ

ータ分析ツール，電子調書システム，
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

名，実際作業時間，監査調書の番号など

を記載できるような様式（監査手続のプ

ロセスを明確にしたもの）で作成する。

監査手続書は，システム監査の実施にお

けるシステム監査技術者の行動（立証プ

ロセス）を明確にし，次回以降の監査の

参考として利用できるように作成する。 

AIを用いた監査など）に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ リスク評価及びリスクアプローチに関

する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 統計（データサイエンスを含む）及び
サンプリングに関する知識 

・ IT統制に関する知識 

AIを用いた監査）を監査手続に適用す

る能力 

・ デジタルフォレンジックスの手法を理

解する能力 

・ 合理的な監査証拠を効率的に収集する

ために必要な監査技法を選択する能力 

・ 情報システムのリスク評価を行う能力 

・ リスクアプローチに基づいて監査手続

書を作成する能力 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールを適切に評価する

能力 

・ サンプリング手法を用いて監査手続書

を作成する能力 

・ IT統制に関する資料を活用して監査手

続書を作成する能力 

 2-4 本調査 (1) 現地調査 監査手続書の作成後，本調査（監査手続

の実施）を実施する。現地調査は，シス

テム監査技術者が現地に赴き，自らの目

で確認，評価することによって行う。現

地調査は，監査手続書に従って実施する

が，監査手続書の作成時に想定した状況

と異なることがあるので，現地の状況に

応じて監査手続を変更する。現地調査で

は，監査意見の裏付けとなる監査証拠を

入手する。 

なお，監査対応のためだけにドキュメン

トを作成するといった追加的な負荷をか

けないように考慮する。また，必ずしも

管理用ドキュメントとしての体裁が整っ

ていなくとも監査証拠になり得ることに

留意する（例えばホワイトボードに記載

された管理表などの画像データなど）。 

・ 本調査の手順に関する知識 

・ 監査手続書に関する知識 

・ 情報機器や設備などの設置環境の監査

に関する知識 

・ システム監査技法（現地調査）に関す

る知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

 

・ 合理的な監査証拠を効率的に入手する

能力 

・ 現地の状況に応じて監査手続を変更

し，より有効で効率的な監査技法を選

択する能力 

・ 監査証拠の証拠能力を判断する能力 

・ 監査証拠に基づいて，的確な監査判断

を形成する能力 

(2) インタビ

ュー 

監査手続書に基づいて，監査対象部門を

中心に関係者に対してインタビューを行

う。インタビューの実施に際しては，監

査目的を実現するために必要な関係者を

インタビューの対象者とする。また，監

・ 本調査の手順に関する知識 

・ 監査手続書に関する知識 

・ システム監査技法（インタビュー）に

関する知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ インタビューを公正不偏，客観的に行

う能力 

・ インタビューに際して，関連する監査

証拠を収集する能力 

・ 監査対象部門の業務実態を理解する能
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

査対象部門の日常業務に影響を最小化す

るために，監査対象部門とインタビュー

の対象者，日時，方法などについて事前

に調整する。さらに，効果的かつ効率的

なインタビューを行うために質問項目を

事前に十分検討し，整理しておく。 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 監査対象部門とのコミュニケーション

に関する知識 

力 

・ 監査対象部門の実態に応じてインタビ

ューの対象者及び内容を見直せる能力 

(3) ドキュメ

ントレビュ

ー 

監査手続書に基づいて，ドキュメントを

入手しレビューする。ドキュメントレビ

ューでは，承認手続，リスクやコントロ

ールの検討，整備・運用状況などを確か

める。ドキュメントレビュー（突合・照

合などを含む）は，紙の文書・書類だけ

ではなく，電子データも対象にして実施

する。 

・ 本調査の手順に関する知識 

・ 監査手続書に関する知識 

・ システム監査技法（ドキュメントレビ

ュー）に関する知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 統計（データサイエンスを含む）及びサ

ンプリングに関する知識 

・ IT統制に関する知識 

・ 情報システムや組込みシステム（IoTを

含む）の企画・開発・運用・利用・保

守フェーズにおいて作成されるドキュ

メントの役割，意味などを理解する能

力 

・ ドキュメントを客観的にレビューする

能力 

・ 監査目標に照らしてドキュメントの記

載内容の重要性を評価する能力 

・ ドキュメントレビューによって，監査

対象部門の業務やコントロールの実態

を理解する能力 

・ 監査対象部門の実態に応じて対象ドキ

ュメント及びレビュー内容を見直せる

能力 

・ サンプリング手法をドキュメントレビ

ューに適用する能力 

・ IT統制に関する資料をドキュメントレ

ビューで活用する能力 

 

(4) その他の

システム監

査技法 

監査手続書に基づいて，データ分析ツー

ルや表計算ソフト，AI などを用いた分析

など，その他のシステム監査技法を適用

して監査を実施する。システム監査技法

にはそれぞれ長所・短所があるので，監

査目標やシステム環境などの状況に応じ

て適切なシステム監査技法を適用する。 

・ 本調査の概要に関する知識 

・ 監査手続書に関する知識 

・ システム監査技法に関する知識 

・ 外部専門家の協力に関する知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 情報技術の動向に関する知識 

・ 統計（データサイエンスを含む）及び
サンプリングに関する知識 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デー
タ分析ツール，電子調書システム，AI
を用いた監査）に関する知識 

・ 監査目標に応じて，適切なシステム監

査技法を選択する能力 

・ 監査対象部門の実態に応じて，適切な

システム監査技法を適用する能力 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デ
ータ分析ツール，電子調書システム，
AIを用いた監査）を用いて本調査を実
施する能力 

・ 情報技術の変化に応じて，有効な監査

技法を開発・適用する能力 

・ デジタルフォレンジックスの手法を本

調査で利用する能力 
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・ デジタルフォレンジックスに関する知

識 

・ 統計（データサイエンスを含む）及び
サンプリング手法を用いて本調査を実
施する能力 

2-5 実施結果の記録（監査調

書の作成と保管） 

本調査においては，監査手続を実施した

結果が直ちに監査証拠の入手（監査判断

の形成）に結びつくので，その都度，そ

の内容を監査調書として記録し，必要に

応じて監査対象部門の確認をとる。 

監査調書は，システム監査技術者がシス

テム監査の全プロセスを通じて作成又は

収集した文書類の総称であり，監査対象

部門から入手した文書類と，システム監

査技術者が自ら作成した文書類（監査担

当者の判断なども含む）に分類される。

監査調書は監査意見の裏付けとして必要

なので，監査調書の作成と適切な保管は，

システム監査技術者の重要な業務の一つ

である。 

・ 個別計画書，監査手続書に関する知識 

・ 監査調書に関する知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 文書類の体系的な管理（作成，保管を

含む）に関する知識 

・ 監査調書に発見事項を客観的に記述す

る能力 

・ 監査判断の形成プロセスを考慮して監

査調書を作成する能力 

・ 全監査プロセスを通じて必要かつ十分

な監査調書を効率的に作成する能力 

 2-6 監査意見の明確化（監査

判断の形成） 

監査調書に基づいて，総合評価，指摘事

項，改善提案の原案をまとめる。総合評

価については，監査目的と適合するよう

にまとめる。指摘事項については，改善

提案の内容を正しく理解してもらうため

に的確にまとめる。特に，その事実を裏

付ける監査証拠がそろっているか，事実

誤認がないかなどを確かめて，指摘事項

の適正性確保に努めなければならない。

改善提案は，システム監査の究極の使命

である情報システムのガバナンス，マネ

ジメント，コントロールの改善に資する

ようにまとめる。したがって，改善提案

は，その内容が監査目的に適合し，情報

システムのガバナンス，マネジメント，

コントロールの改善の視点から妥当なも

のでなければならない。また，改善提案

の実現可能性についての改善実施部門の

意見を加味した上で原案をまとめる。 

・ 個別計画書及び監査手続書に関する知

識 

・ 監査調書に関する知識 

・ システム監査技術者の職業倫理に関す

る知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査意見の表明に関する知識 

・ 監査報告書に関する知識 

・ 情報システムの評価（費用対効果の評

価を含む）に関する知識 

・ リスク評価とリスクアプローチに関す

る知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 関連法規及びガイドラインに関する知

識 

・ 情報システム・組込みシステム（IoTを

含む）・通信ネットワークの妥当性の評

価に関する知識 

・ 監査意見を明確に分かりやすく表明す

る能力 

・ 監査目的及び発見事項に基づいて，問

題点の分析と評価を的確に実施する能

力 

・ 現状の課題を把握，分析して，業務改

善につながる改善提案を行う能力 

・ 監査対象部門と適切にコミュニケーシ

ョンを行う能力 

・ 改善提案について実現可能性を検討す

る能力 

・ 監査意見の表明に際して，監査手続の

適切性を判断する能力（監査手続の追

加の必要性を判断する能力） 

・ 情報システム・組込みシステム（IoTを

含む）・通信ネットワークの妥当性の評

価に関する能力 

2-7 監査の結論の総合検討 システム監査責任者を中心として，監査 ・ 情報システムのガバナンス，マネジメ ・ 監査での発見事項について，全社的な
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の結論について全社的な観点からシステ

ム監査部門内で検討を加える。特に，口

頭での指摘にとどめ監査報告書に記載し

ない事項，システム監査担当者と監査対

象部門との間で見解を異にする事項，シ

ステム監査担当者間の意見の整合性など

に対しては十分に検討を加え，システム

監査部門としての見解を統一しておく。 

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 情報戦略一般に関する知識 

・ 関連法規及びガイドラインに関する知

識 

・ 監査調書に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 情報システムの評価に関する知識 

・ 監査報告書に関する知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査意見の表明に関する知識 

・ 監査対象部門とのコミュニケーション

に関する知識 

視点から検討する能力 

・ 発見事項を客観的に評価し，トップマ

ネジメントの視点からその重要性及び

緊急性を判断する能力 

2-8 監査報告書案の作成 監査の結果を定められた様式で取りまと

め，それが試案である旨を明示する。ま

た，報告書案を監査対象部門へ提示し，

事実誤認がないことを確認しておく。 

・ 監査報告書の意義に関する知識 

・ 監査報告書の様式や記載内容に関する

知識 

・ 総合検討の結果を分かりやすく監査報

告書として文書化する能力 

・ トップマネジメントに対して重要な点

を明確かつ簡潔に記述する能力 

・ 発見事項と意見を明確に区別する能力 

3 システム

監査の報

告 

3-1 指摘事項の記載 システム監査を実施した結果は，監査報

告書にまとめて，トップマネジメントに

報告する。システム監査の結果判明した

問題点を指摘事項として記載する。指摘

事項としては，発見事項（現象）の内容，

それを問題とするに至った根拠，問題を

生じさせている根本原因，それが及ぼし

ている影響，他の指摘事項との関連性に

ついて記載する。 

なお，指摘事項が複数ある場合には，経

営課題，監査目的との適合性，改善の緊

急性，潜在的な問題の顕在化の可能性な

どの観点から，重要度を判断して，重要

度の高いものから記述する。 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 情報戦略一般に関する知識 

・ 関連法規及びガイドラインに関する知

識 

・ 指摘事項の意義に関する知識 

・ 指摘事項としての記載事項に関する知

識 

・ 監査報告書に関する知識 

・ 監査証拠に関する知識 

・ 監査調書に関する知識 

・ 監査での発見事項の重要性をトップマ

ネジメントの視点から判断する能力 

・ 発見事項について客観的，合理的にそ

の重要性を判断する能力 

・ 指摘事項を平易，簡潔，明瞭に表現す

る能力 

・ 発見事項と意見を明確に区別する能力 

・ 関連法規，ガイドラインなどを参照し

て問題点を指摘する能力 

3-2 改善提案の記載 監査報告書には，指摘事項を改善するた

めに必要な事項を改善提案として記載す

る。改善提案は，改善の重要性及び緊急

性を判断して緊急改善と通常改善とに分

けて記述する。システムに重大な欠陥が

生じており，そのまま放置できないと判

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 情報戦略一般に関する知識 

・ 改善提案の意義に関する知識 

・ 改善提案としての記載事項に関する知

・ ビジネスリスクの観点から改善提案を

優先順位付けする能力 

・ リスク及びコントロールの評価を行っ

て，緊急改善と通常改善に区分し，緊

急性を明確にする能力 

・ 改善内容に関する経済的及び技術的な
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断される事項を緊急改善として記述す

る。重大な欠陥ではないがシステムの改

善が図れると判断される事項を通常改善

として記述する。改善提案には，改善内

容，改善実施部門，他の改善提案との整

合性などを盛り込み，監査報告書に記載

する。 

なお，一つの指摘事項に対して複数の改

善事項がある場合には，経営課題の優先

順位に応じて記載する。また，改善内容

は，可能な限り具体的，詳細なものとす

るよう努める。さらに，改善実施部門と

の意見交換を行い，改善策の実現可能性

についても確認する。改善提案は，技術

レベルの問題だけではなく，トップマネ

ジメント，情報システムのガバナンス，

マネジメント及びコントロール，並びに

ビジネスプロセスの視点から判断して行

うようにする。 

識 

・ 業務プロセスに関する知識 

・ アプリケーションシステムに関する知

識 

・ 情報技術の動向に関する知識 

・ リスク評価とコントロールの評価に関

する知識 

・ IT統制に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ 監査報告書に関する知識 

・ 監査意見の表明に関する知識 

実現可能性を確認する能力 

・ 複数の改善案を比較検討する能力 

・ ベンチマーキングなどの手法を用い

て，改善案を提案する能力 

・ 業務プロセスを踏まえて，改善案を具

体化，詳細化する能力 

・ 他の改善案と併せて総合的な観点から

効果的かつ効率的な改善案を提案する

能力 

3-3 補足事項の記載 システム監査の結果について補足する事

項があれば，それを監査報告書に記載す

る。例えば，総合評価，指摘事項，改善

提案には該当しない内容の意見，トップ

マネジメントに監査結果を十分理解して

もらうために必要な補足資料，システム

の現状判断又は改善のために必要な情報

などがある。 

・ 総合評価に関する知識 

・ 指摘事項に関する知識 

・ 改善提案に関する知識 

・ トップマネジメントとのコミュニケー

ションに関する知識 

・ 監査対象部門とのコミュニケーション

に関する知識 

・ 監査意見の表明に関する知識 

・ 総合評価，指摘事項，改善提案の内容

を関係者に理解してもらう能力 

3-4 監査報告書の提出 システム監査終了後，速やかに監査報告

書を作成し，トップマネジメントに提出

する。監査報告書は，個別計画書に対応

して作成する。監査報告書の写しは，関

係部門（監査対象部門，改善実施部門な

ど）にも配付する。報告書は，個別計画

書で定めた期限までに提出する。ただし，

緊急を要する場合には，直ちに口頭で報

告し，後日，報告書を提出する。 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 監査報告書の提出先及び提出時期に関

する知識 

・ システム監査報告書の提出・配付と改

善策の実現との関係に関する知識 

・ トップマネジメントの視点からシステ

ム監査報告書の提出時期及び写しの送

付先を理解する能力 

・ 監査報告書をトップマネジメント及び

関係者へ適切に提出する能力 

 3-5 監査報告会の開催 トップマネジメントや監査対象部門，改

善実施部門に改善提案の重要性や緊急性

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 監査報告会に関係する部門を適切に把

握する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

を認識させ，かつその内容を正しく理解

させるために，関係者を集めて（TV 会議

などを含む）監査報告会を開催する。監

査報告会では，改善作業のスケジュール

及び担当者などを決定して，関係者の合

意を得るようにする。 

・ 経営一般に関する知識 

・ 情報戦略一般に関する知識 

・ システム監査関連法規及びガイドライ

ンなどに関する知識 

・ 情報システムの組織体制に関する知識 

・ 総合評価，指摘事項，改善提案に関す

る知識 

・ システム監査報告書の意義に関する知

識 

・ システム監査報告書の様式や記載内容

に関する知識 

・ 改善作業について関係部門と調整する

能力 

・ 総合評価，指摘事項，改善提案を関係

者に適切に説明する能力 

・ システム監査関連法規及びガイドライ

ンなどを参照して，監査報告書の内容

を説明する能力 

3-6 フォローアップの実施 監査を実施して判明した問題点に対する

改善（改善提案の実現）を通じて，情報

システムの安全性，信頼性，準拠性，戦

略性，有効性，効率性などの維持，向上

に貢献し，組織体の目標達成に資するた

めに，監査実施後にフォローアップを実

施する。具体的には，経営者及び改善実

施部門に対して改善作業が円滑に遂行さ

れるように支援する。また，改善提案に

対する監査対象部門からの改善計画とそ

の実施についてもフォローする。改善実

施部門が複数にわたる場合には，改善作

業の統一性，整合性についてフォローし，

改善結果の妥当性を確かめる。フォロー

アップの方法には，フォローアップ報告

会（TV 会議などを含む）の開催，改善作

業の実行計画書及び改善報告書などによ

る実施状況の把握，次回以降のシステム

監査での確認などの方法がある。 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 情報戦略一般に関する知識 

・ 総合評価，指摘事項，改善提案に関す

る知識 

・ フォローアップの意義に関する知識 

・ フォローアップの方法に関する知識 

・ 改善作業に関係する部門を把握する能

力 

・ 改善作業の進捗を把握する能力 

・ 改善結果をトップマネジメントの視点

から評価する能力 

・ 改善作業が適切に行われない場合に

は，必要な支援を行う能力 

・ 前回の監査結果を踏まえて，次回の個

別計画書を策定する能力 

3-7 年度報告書の作成 年度計画書に対応して，当該年度に実施

した結果を年度報告書として作成する。

システム監査部門の 1 年間の活動状況を

年度報告書に記載しトップマネジメント

に対して報告する。年度報告書には，年

度計画書で計画された事項に対する結果

として，システム監査業務の実施状況，

特記すべき重要な指摘事項及びその改善

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ 経営一般に関する知識 

・ 情報戦略一般に関する知識 

・ 年度計画書に関する知識 

・ 年度報告書の意義に関する知識 

・ 年度報告書の様式に関する知識 

・ 情報システムの組織体制に関する知識 

・ 年度計画書を踏まえて，システム監査

部門の活動状況について，トップマネ

ジメントに分かりやすい報告書を作成

する能力 

・ 情報システムや組込みシステム（IoTを

含む）の状況について，企画・開発・

運用・利用・保守フェーズなどの視点

から把握する能力 
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大項目 小項目 概 要 要求される知識 要求される技能 

状況，システム監査技術者の推移，シス

テム監査技術者の教育・訓練活動の状況，

システム監査に関わる予算の執行状況，

次年度の計画に反映させるべき課題など

の事項を記述する。 

・ 情報システムの評価に関する知識 

・ リスク評価とリスクアプローチに関す

る知識 

・ 情報技術の動向に関する知識 

・ 情報セキュリティに関する知識 

・ システム監査技術者の育成に関する知

識 

・ システム監査業務の管理に関する知識 

・ システム監査の品質の確保に関する知

識 

・ システム監査業務の改善に関する知識 

・ 当年度の監査実施結果を，次年度の年

度計画書及び中長期計画書に反映する

能力 

・ 年度の監査結果について，経営課題及

び監査目的の視点から優先順位付けを

行う能力 

・ システム監査部門又はシステム監査チ

ームをマネジメントする能力 

・ 次年度の監査でフォローアップすべき

事項を把握し，重要度を理解して次年

度以降の監査計画に反映する能力 

4 システム

監査業務

の管理 

4-1 進捗管理 年度計画書，個別計画書，監査手続書で

計画された事項が，円滑かつ確実に遂行

されるように，進捗管理を行う。進捗管

理は，監査スケジュールの進捗状況，完

了見込みの可能性，監査体制（監査要員・

分担など）の見直しなどの視点から行う。 

・ 年度計画書に関する知識 

・ 個別計画書に関する知識 

・ 監査手続書に関する知識 

・ システム監査プロジェクト管理に関す

る知識 

・ システム監査の作業分析に関する知識 

・ システム監査の手順に関する知識 

・ 年度計画書を理解し，それに従って監

査業務を遂行する能力 

・ 個別計画書を理解し，それに従って監

査業務を実行する能力 

・ 監査手続書を理解し，それに従って実

行する能力 

・ 重大な発見事項があった場合，トップ

マネジメントの視点から，その重要性

及び緊急性を判断する能力 

・ 個別計画書，監査手続書の見直しを検

討し，実行する能力 

・ システム監査技術者を育成する能力 

4-2 品質の確保 システム監査の品質を高めるために，個

別計画書，監査手続書，監査調書，監査

報告書などの内容をレビューする。監査

手続書については，個別計画書への準拠

状況，監査目的を実現するために効果的，

効率的な監査手続を採用しているかなど

の視点から行う。監査調書については，

個別計画書及び監査手続書との準拠状

況，監査調書としての妥当性，意見表明

過程の妥当性，監査証拠の必要十分性，

監査担当者間の意見の整合性，総合評価

の監査目的への適合性，指摘事項の的確

性，改善提案の妥当性などの視点からレ

ビューする。 

・ システム監査業務の評価ポイントに関

する知識 

・ 品質管理技法に関する知識 

・ 監査業務の品質の確保（内部評価及び

外部評価）に関する知識 

・ 監査手順に関する知識 

・ リスクアプローチに関する知識 

・ リスク評価とコントロールの評価に関

する知識 

・ 個別計画書に関する知識 

・ 監査手続書に関する知識 

・ 実施結果の記録（監査調書の作成）に

関する知識 

・ 監査判断の形成に関する知識 

・ 監査意見（保証意見・助言意見）の表

・ 監査手順の適切性を評価する能力 

・ 監査業務の効率性を評価する能力 

・ 個別計画書，監査手続書に従って監査

業務が遂行されていることを評価する

能力 

・ 監査調書の適切性を評価する能力 

・ 監査証拠の適切性を評価する能力 

・ 監査証拠の証拠能力を評価する能力 

・ 総合評価，指摘事項，改善提案につい

てトップマネジメントの視点から妥当

性と有用性を評価する能力 

・ 改善提案の実現可能性を評価する能力 

・ 監査計画書，監査報告書，監査調書を

効率的に整理，保存し，活用する能力 

・ 次回のシステム監査に引き継ぐべき事
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明に関する知識 

・ システム監査技法の適用に関する知識 

・ 総合検討に関する知識 

・ 指摘事項に関する知識 

・ 改善提案に関する知識 

・ フォローアップに関する知識 

・ IT統制に関する知識 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デ

ータ分析ツール，電子調書システム，

AIを用いた監査）に関する知識 

項を理解し，実行する能力 

4-3 監査業務の改善 システム監査業務の作業実績値などを集

計し，計画値との対比を行い，差異があ

る場合には，その原因を分析する。また，

個別計画書及び監査手続書の改善点，シ

ステム監査技法の有効性や効率性の評価

などを行って，その結果を参考にしてシ

ステム監査業務の改善を図る。 

・ システム監査業務（監査手順を含む）

の分析に関する知識 

・ システム監査の動向に関する知識 

・ 情報技術の動向に関する知識 

・ 情報収集技法に関する知識 

・ システム監査技法に関する知識 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デ
ータ分析ツール，電子調書システム，
AIを用いた監査）に関する知識 

・ 業務プロセスに関する知識（業務プロ

セスを改善して監査の効率化を推進す

る知識） 

・ アプリケーションシステムに関する知

識（アプリケーションシステムの機能

を利用して監査業務の改善を図る知

識） 

・ システム監査業務を分析する能力 

・ 情報技術の動向を的確に把握する能力 

・ システム監査の動向を的確に把握する

能力 

・ コンピュータ支援監査技法（CAAT：デ
ータ分析ツール，電子調書システム，
AIを用いた監査）を導入し，利用する
能力 

・ 適切な監査技法を導入し，利用する能

力 

・ 業務プロセスの視点から監査業務を改

善する能力 

・ 監査業務の効率性を改善する能力 

4-4 監査体制の整備 システム監査を成功させるためには，シ

ステム監査技術者の技術，知識，経験を

高めていくことが不可欠である。システ

ム監査部門の責任者は，中長期の視点か

らシステム監査技術者を計画的に育成す

る。また，人事ローテーションにも配慮

して育成を行う必要がある。 

・ コーポレートガバナンスに関する知識 

・ 情報システムのガバナンス，マネジメ

ント，コントロールに関する知識 

・ IT統制及び内部統制に関する知識 

・ システム監査技術者の育成計画・育成

手法に関する知識 

・ システム監査業務の品質の確保に関す

る知識 

・ 人事ローテーションに関する知識 

・ OJTに関する知識 

・ 外部専門家の活用に関する知識 

・ コーポレートガバナンス，情報システ

ムのガバナンス，マネジメント及びコ

ントロール，内部統制並びにIT統制を

踏まえて監査体制を整備できる能力 

・ コーポレートガバナンス，情報システ

ムのガバナンス，マネジメント及びコ

ントロール，内部統制並びにIT統制に

ついて，トップマネジメントや関係部

門に理解させることができる能力 

・ 研修ニーズを把握してシステム監査技

術者の育成計画を作成する能力 
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